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　要旨：１９９６年１月から２００５年１２月までの１０年間に当院で根治術を行った破裂脳動脈瘤３３９症例の患者背

景，手術前の重症度，破裂動脈瘤の部位，症候性脳血管攣縮，正常圧水頭症，退院時の Glasgow Out-

come Scale（GOS）などについて検討した．過去の報告と比較して患者背景や手術前の重症度については

同様であったが，破裂脳動脈瘤の部位は，前大脳動脈瘤が少なく，内頸動脈瘤が多い傾向がみられた．症

候性脳血管攣縮の発生頻度は術前の重症度に関連がなく，正常圧水頭症は重症度に比例して増加した．退

院時の GOS は予後良好群が７５％であった．後方循環の破裂動脈瘤は術前の重症度が高い傾向があった

が，退院時には前方循環と比較しても予後は変わらなかった．また最近は入院時 grade ４，５ の重症例で

も積極的に血管内治療，新たな薬剤を導入することで治療成績が向上している．
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